
   「「「水水水ととと森森森ののの夢夢夢」」」植植植樹樹樹祭祭祭（（（「「「石石石狩狩狩川川川再再再生生生ののの森森森」」」植植植樹樹樹祭祭祭）））      

■と き 平成 16年１０月３日（日）午前10時 

■ところ ラウネ川（旧石狩川）河畔 

■主 催 「水と森の夢」実行委員会、まちづくり・川づくり協議会 

【スケジュール】 

 １ 主催者挨拶 

「水と森の夢」実行委員会副委員長兼まちづくり･川づくり協議会 会長 後藤 登 

 ２ 来賓者挨拶 

    滝川市長 田村 弘 様 

    国土交通省北海道開発局石狩川開発建設部滝川河川事務所 所長 西 聡 様 

    北海道札幌土木現業所滝川出張所 所長 石戸 三男 様 

 ３ 来賓ご紹介 

    北海道空知支庁経済部林務課 主査（みどり）山西 仁 様 

    滝川市建設水道部 部長 池田 隆 様 

 ４ 協力団体ご紹介 

    北門信金グリーングリーンクラブ 様 

    陸上自衛隊滝川駐屯地 曹友会 様 

    株式会社 中山組 様 

    西滝川地区の農業者 様 

 ５ 植樹手法の説明 

 ６ 植樹スタート（地場産品の紹介） 

 ７ 植樹終了 まちづくり・川づくり協議会 事務局長 上田英二 

 

「石狩川再生の森」とは 

21 世紀は環境の世紀ともいわれ、もはや環境問題は地球規模の大きな観点で考えられるようになり、将来にわたる

人類存続をも脅かすほど大きな問題となりました。 

 そのなかでも、二酸化炭素等の増加による酸性雨がもたらす森林被害は、森林が持つ二酸化炭素の吸収・固定機能を

始め、水源涵養・水質浄化・土砂流出防止さらには生態系の多様性の確保など環境に対する様々な恩恵が失われること

となります。そういった環境に密接に関わる森林を私たちひとり一人が「守り、育て、創る」こと通じ、地域から地球

環境の問題に取り組まなければなりません。 

このことから、かつては豊かであった石狩川の河畔林を、多様な主体の参加と連携を図りながら、多くの方々にご理

解とご参加をいただき、旧石狩川であるラウネ川の河畔林の整備を図ることで、河川の自然再生に取り組みたいと考え

ております。また、当該エリアは周辺の地域が農地であるため、植樹には農業者の深い理解と協力が不可欠であります。

今回の緑化活動ができることはひとえに、地域の方々の深いご理解とご協力があったからにほかなりません。 

そういったことを十分理解したうえで、皆さんが植えた木を我が子のように大切に守り育てることこそが、地域の方々

への期待に応えることとなります。 

 

植樹する主な樹木の紹介 

【イタヤカエデ】 

カエデ科 落葉広葉樹 高木 

北海道のカエデの中では代表的な木。葉は手のひら状に５～９つに浅く～中程ま

で裂ける。葉の縁にはぎざぎざはない。芽が吹く頃に、緑黄色の花を咲かす。花



は多数集まって付く。果実は翼果で、２つが合わさって付く。秋に黄葉する。街路や公園に植えられる。

樹液からメープルシロップを作ることができる。 

【ナナカマド】バラ科 落葉広葉樹 小

高木 

北国を代表する樹種のひとつ。山地などには

えるが、街路、公園、庭などに広く植えられ

ている。旭川市など道内の３６市町村で市町

村の木に指定されている。花は白色で、小さな花が多数集まって付く。果実は赤く熟し、

落葉後も枝に残る。葉は小さな葉が集まって鳥の羽状となる。秋に美しく紅葉する。 

【エゾヤマザクラ】 

バラ科 落葉広葉樹 高木 別名オオヤマザクラ 

北海道の代表的なサクラで、街路、公園、庭などに広く植えられる。花は淡

紅色～紅色で、葉が出るのとほぼ同時に花は咲く。果実は紫黒色に熟す。葉

は楕円形で先は尾状に細長くとがり、ふちにはぎざぎざがある。道内にある

１５カ所の気象台・測候所のうち９カ所で桜開花の標本木になっている。 

【シラカバ】カバノキ科 落葉広葉樹 高木 

北国を象徴するような樹木で、白い樹皮が美しい。日当たりの良い場

所にはえるが、街路、公園、庭などにも植えられる。１本の木に雄花

と雌花を付ける。雄花は尾状に垂れ下がる。雌花は目立たない。葉は

三角状の広卵形でふちにぎざぎざがある。秋に黄葉する。道内２２市

町村で市町村の木に指定されている。 

【ドロノキ】ヤナギ科 落葉広葉樹 高木 

河岸などに生え、緑化樹としては公園などでみられる。外国

では街路にも植えられる。雄の木と雌の木がある。花は早春

に咲くが、高いところに花を付けるのであまり目立たない。

葉は広い楕円形でやや厚く光沢があり、ふちには浅いぎざぎ

ざがある。果樹が熟すると中から白い綿毛に包まれたタネが

飛び出す。 

【ヤチダモ】モクセイ科 落葉広葉樹 高木 

北海道を代表する広葉樹のひとつで、平地から山地にはえる。

用材としての価値が高いが、街路、公園、防風林などにも植

えられる。雄の木と雌の木があり、花びらはない。葉が出る

前に花は咲くが目立たない。果実は多数集まって付き、翼が

ある。葉は小さな葉が集まって鳥の羽状となる。秋に黄葉す

る。 

【その他植樹する樹木】 

  ポプラ・ミズキ・ヤマグワ・アズキナシ・コナラ・オニグルミです。  


